
【日台共栄】間違いだらけの台湾認識（２）15

■

台
湾
は
今
も「
中
華
民
国
領
」で
は
な
い

　

一
九
四
六
年
に
制
定
さ
れ
た
台
湾
現
行
の

中
華
民
国
憲
法
第
四
条
に
は
「
中
華
民
国
の

領
土
は
、
そ
の
固
有
の
疆
域
に
依
り
、
国
民

大
会
の
決
議
を
経
る
に
非
ざ
れ
ば
、
こ
れ
を

変
更
す
る
こ
と
を
得
ず
」
と
あ
る
。
三
五
年

の
憲
法
草
案
で
は
領
土
を
列
挙
し
て
い
た
が

台
湾
は
含
ま
れ
ず
、
三
六
年
の
国
民
代
表
選

挙
に
関
す
る
規
定
で
も
台
湾
を
外
国
と
扱
っ

て
い
る
。
実
際
、
五
二
年
発
効
の
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
で
日
本
が
台
湾
に
対
す

る
全
て
の
権
利
を
放
棄
す
る
ま
で
、
台
湾
の

主
権
は
日
本
に
あ
っ
た
。
よ
っ
て
同
憲
法
に

従
え
ば
、
国
民
大
会
で
領
土
変
更
の
決
議
を

行
わ
な
い
限
り
、
台
湾
領
有
を
主
張
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
。

　

蔣
介
石
も
台
湾
の
法
的
帰
属
未
定
の
現
状

を
受
け
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
が

台
湾
防
衛
に
協
力
す
る
た
め
に
は
台
湾
の
地

位
が
未
定
（
つ
ま
り
国
際
問
題
）
で
あ
る
必

要
が
あ
る
と
説
得
し
た
か
ら
で
あ
る
（
五
一

年
四
月
二
十
四
日
米
国
務
省
で
の
ダ
レ
ス
顧

問
と
国
府
駐
米
大
使
・
顧
維
鈞
の
会
談
記

録
）。
国
府
外
交
部
長
・
葉
公
超
も
五
二
年

七
月
、
台
湾
が
中
華
民
国
に
帰
属
し
て
い
な

い
こ
と
を
立
法
院
に
説
明
し
て
い
る
。

　

六
四
年
二
月
、
衆
院
予
算
委
員
会
で
池
田

勇
人
首
相
も
、
台
湾
は
「
法
律
的
に
は
、
中

華
民
国
の
領
土
で
は
な
い
」
と
答
弁
し
た
。

■

中
台
は
「
分
裂
」
し
て
い
な
い

　

一
九
四
九
年
十
二
月
に
国
府
が
台
湾
に
移

っ
た
こ
と
を
「
中
台
分
裂
」
と
呼
ぶ
が
、
台

湾
は
戦
後
一
貫
し
て
シ
ナ
の
領
土
で
は
な
い

の
で
、
そ
れ
は
間
違
い
だ
。
シ
ナ
か
ら
国
府

が
追
放
さ
れ
た
と
い
う
の
が
正
確
で
あ
る
。

■

中
華
民
国
は
国
連
を「
脱
退
」し
た
か

　

一
九
七
一
年
十
月
、
国
連
総
会
で
ア
ル
バ

ニ
ア
決
議
案
が
通
過
す
る
直
前
に
国
府
代
表

周
書
楷
は
、
こ
れ
以
上
議
事
に
参
加
し
な
い

旨
を
述
べ
議
場
か
ら
退
場
し
た
。
国
府
は
こ

れ
を
「
国
連
脱
退
」
と
称
し
て
い
る
。

　

同
決
議
は
、
中
共
政
府
が
シ
ナ
の
正
統
な

代
表
で
、
国
連
憲
章
で
「
中
華
民
国
」
に
与

え
ら
れ
た
安
全
保
障
理
事
会
常
任
理
事
国
の

資
格
を
中
共
に
認
め
、「
蔣
介
石
の
代
表
団
を

追
放
す
る
」
と
し
て
い
る
。「
国
連
に
お
け
る

シ
ナ
の
議
席
を
不
法
に
占
拠
」
し
て
い
た

「
蔣
介
石
の
代
表
」
の
「
脱
退
宣
言
」
は
無

効
と
い
う
の
が
国
際
社
会
の
意
志
で
あ
る
。

　

中
共
の
「
国
連
加
盟
」
と
い
う
事
実
も
な

い
。
国
連
に
よ
れ
ば
、
シ
ナ
は
四
五
年
の
国

連
創
設
以
来
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

「
脱
退
」
も
し
て
い
な
い
政
府
が
国
連
に

「
復
帰
」
を
目
指
し
て
も
不
可
能
だ
。
台
湾

は
「
中
華
民
国
＝
シ
ナ
体
制
」
を
解
体
し
て

の
新
規
加
盟
あ
る
の
み
で
あ
る
。

間
違
い
だ
ら
け
の
台
湾
認
識
（
２
）本

会
理
事

多た

田だ　

恵け
い

国
府
の
国
連
追
放
ま
で

蔣介石も台湾の法的帰
属未定の現状を受け入
れていた。


